
三沢、百石地先におけるホッキガイ分布調査
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I 目 的

ホッキガイ資源が乱獲により減少し，年々漁獲量が低下している現況から， とれが増殖対策の基

礎資料を得るため本調査を実施した。

E 調査内容

1. 調査場所

百石，三沢地先

篤 1図 ホッキガイ調査点図
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2. 調査期間

昭和 39年 12月15 --1 7日

園 調査方法

奥入瀬から天ケ森に至る約 28 Kmの海岸線に凡そ 3Kml習隔で調査線を 10線設け，各調査線に原

則として水凝 4. 6. 8皿の 3~互についてこの地先で使用されている将綱により，曳樹距離 30--

5 3 mで底棲生物の採集を行い，同時に瀦斗型の採泥器を用いて採泥した。実際に調査したのは29

点であった。

採集された貝舗の中，ホッキガイは殻長，殻巾，銭高，重量を測定し，その他については殻長，重

雪合測定した。

調査地問深線は構造改善事業調査酬こょったもので漁問主百対τ縮尺岬もプ

ランメーターによって算出した。

桁 網 の 規 格

E玄《と
横 巾

爪の大さき

)1¥ の間漏

爪の深き

網

lV 調資治果

1 )組成

自

百石地先 三沢地先

1 m. 1.1 5 ，且

44C1I! 47 C1I! 曳網距離 3D-53!且

3.5c1I! 4cm 

1 7 ClIt 1 4cm 

6C勿 もt官L

第 1麦に調査地点別ホッキガイ，その他の分布密度及びホッキガイの設長組成を示した。

得られたホッキガイは，総数 260ケで，移殖場所を除くと， 1 2 1 frであった。没長iごついて

みると最小 4ClIl， 最大 15c1I!で， 9clIlから 1O. 5 ClIlのものが多く，第=図のように 3モードがみ

られた。本調査では幼貝を採集するための配慮はしていないことを附記しておく。
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第 2図
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百石， 三沢地先ホッキガイ殻長分布
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2) 分布

百石，三沢全沿岸に分布しているが，第 1表に示したように移殖場所を除いて最も多く分布し

ていたのは， s七. 1の 3(水深 81且)で，10Tli当り 3.7 4伺であった。

叉全く採集されない地点が 5点あったカらこれは痩息していないというよりも各調査点の曳網函

数が 1回だけのため， このような結果が生じたものと思われる。

しかし s七 8. 9. 1 0の4m線はいづれも分布数が口となっているので，棲息しているとして

も非常に少いものと考えられる。

水深 4. 6. 8皿について殻長の平均値をみると，

水深の深い方に老年貝が分布していることが分る。

7. 2 1 cm， 8. 9 5 cm， 9.9 2cmとなっていて，

叉， s七. 3 (三川目)以南に若年貝の分布もみられる杭

S も 5では水深 10 illまで採集を試みたが， 0.57ケ/107li 
3) 移殖ホッキガイについて

イ) 百石地先

以北には若年貝が殆どみられない。

の分布が認められた。

百石漁業協同組合では，昭和 38年 5月， s七 1の 1附近に福島県から椎員 50 0 K9を移殖

している。移殖当時の'波長は明らかでないが種苗は量生長 5cm内外の 1-2年艮と考えられるの

で，5cmと仮定した場合，本調査で得られた移殖員とみられるもの』平均殺長が 8.0lcmであ

ったことから 1年?ケ月で 3C7lt内外成長したことになる。

これは福島県(!綾部)のホッキガイ成長率と同程度の伎となっている。移勉場所以外で百石

地先の同一水深における分布状況をみると， 10m'当り 0.33 - 1. 3 2個，平均0.691出に対
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して移殖場所は 2 1. 3 7伺で約 3 0併となっていた。

務殖さi時の務費背面積が不明なのと，本調容で移殖貝の分布範開について精密調査を行っていな

いため，生残率や資源量については明らかでなかった。

ロ)三沢地件

三沢市では， fl?1fn3 8年5月20 日福島県磯部から 1~2 年貝 5 0 0 Kg ( 1 5 0 0 0粒)を

S 七5の 5附近に( 1害1Iの貝に赤色ラッカーを塗布して)移殖しており，穐貝}士平た横長 5.5 

C1TI， 殻高 4.7ClIl， 殻巾 2.6 C1R， 殻付費号 35 iであった。

叉 昭和 39年 3月3 1 日なも同じく福島県から 2~3 年貝 6 2 5 Kg ( 1 2 0 0 0粒)を日七

?の1.2附近に(7割の貝に黄色ラッカーを塗布して)移殖しており，理貝の平均殻長は 7.8 

ClIt，殻高 6.5C勿，殻巾 4.2clIlであった。

本調査ではS七5の5で標識貝 1佃と移荊只と思われる卒、のが 28伺得られた。この平均殻長

は 8.80 ClItで， 1年?ケ月経禍して 3.3cmの成長がみられ，稽鳥県磯部のホッキガイ成長率を

上まわる値を示した。

三沢地件での同一水深の分有状況は平均1.28ケ/1071Iであったのに対して，移殖場所では 7.

7 7偶で約 6f書となっていた。

移嫡貝の生残り等については百石同様明らかで売でかった。

又.， s t 9の 1.2附近に移殖したものについては a建築でまなかった。

的資源景
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| ホッキガイ

資源号の算出にあたっては， 4. 6. 8 J且の各調査点にのける分布数はぞれぞれ水深 3-5

m， 5-7m， 7-9皿の範聞に分布するものの平均的な僧として，叉水平方向では調査線と

調杏線の中閉までの範開を代ヲ与するものとして得られた結果を第2表に示した。水深 3m線の

外有については，磯被写の関係で三沢珂1弁では分布が非常に少いものと考えられる坑未調査

のためと』ではそういった配!煮は行なわなかった。

叉，7.k浮 10my.J深にも介布がみられるが，調査例が少なく， これも問機と Lでは考粛しなか

った。更に桁網の漁獲効率の問頴があり，モガイの場合 17%と云う{;7IJが点るが，ホッキガイ

については明らかでないので， とれらの点は今後の調交に待つこと〉して，こ hでは得られた

崎をそのま L用いた。従って漁獲効率その他を考!毒した場合，更に資源、景は増加するζ とにな

る。

イ)百石帥l先

水深 3J且から 9rnまでの漁場荷積は， 6. 1 0 Krn'で，資源量は凡そ 97 ~;1 {[l;j， 1 Krn'当り

1 5.9方向と推定される。水海別にみると 3- 5 m 7.2万伺， 5-7rn38.8万伺 7~9 

:n 5 1. 1万個で深い方が多くなっ一ていた。

ロ) 三沢帥ヰモ

三沢t{J1先の 3~ 9旦の漁場i剣町立 11. 9 8 K nlであるが，強iaその{fuで調査未了となった

地点カ， 3点あり，計算の都合とこ九らは漁場面積から除いた。その備は 1O. 0 7 K i/l'で，資

瀬量は凡そ 46万個 1Krn' ~当り 4. 6 ~.fJ~伺で，再石地先の約 1 であった。
3.5 

水深別にみる ξ3- 5 m 1. 9万個， 5 '"" 7 rn 1 3. 1 Ji伺， 7 ~ 9 rn 3 1. 0万伺で，百石同様

深い方に多〈分布していた。

ii その怖の貝類

百石三沢地先のホッキガイ資源号は 14 3万仰と算出されたが，これに次いでサラガイ，



1 4 0万個，コタマガイ 13 5万個ノfカガイ 11万倍!の順になっていた。

水深別の分布は常 5表のとおりで，

第5表 水深別分布状況

ル冬空 サラガイ ゴタマガイ バカガイ

3-5 0.6万{静 53.4万伺 1.1万伺

5 -7  24.3 7.9.0 8.0 

7-9 114.8 3.1 1.5 

サラガイは 3-9mの範囲では 7- 9  m線に多く，コタマガイは 3-7m線で比較的浅い所に

多〈みられた。文バカガイは 5'"7回線に多〈分布しているが，資源量は少い。

水平的にみると，サラガイは E 七1-3に多く，コタマガイはs七8.1 0 (こ，バカガイは日七

1. 3. 1 0に多〈分布していた。

5) 粒度組成

漉斗型の採泥器で採取した資料を乾燥し，分析舗を用いて筋分けた結果を第 4表に示した。最

大粒径は 2概内外で，殆んどの地点が粒径o.1 2 5 '" o. 2 5 0 :吻の細砂が主体をなしていて， s t 

3 -1を除いては o.0 6 2 '" O. 5 0 0:概の中砂，細砂のものが 90 %以上を占めていた。

水深別にみると浅い所ほど後波の影響を受けて大きな粒径のもの h比率が大きい傾向があり， sも

4以南では水深 8J且線に 17!/J!1.以ヒの砂が殆んどなく，以北では 0.4%内外の値を示していて，北

ほど波流の影響が大きいことが分るカ1調査範閉内では大主要がないとみて差支えないであろうつ

りその他の生物

桁網で得られた有用貝類以外の貝類はツメタガイ 1理だけて・あった。貝類以外で最も多いのは

ハレノハカνγパで， 水深8m線で全地点で採集され，その数も非常に多〈最大 657/10rriと
なっていて，桁綱曳網の際に障害となっている。

その他にオカメプシプク，カニ類 つムレ紫?多毛類が少数彩集された。

V 問題点

本調査?結果から移殖貝の生長が或る存度判明したが，移殖当時正確な移碩高所，荷積筈のき周杏が

なされていないため，移殖後の移重¥生残りが不明で，移殖効果判定の大きなネックとなっている。

従つ-r， この種の事業実施に当つては，移殖時の調査が J必要なことは云うまでもなく，漁協組にお

いても放流位置，範閉等を正確に把捜することが望ましい。
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第 表 百石~ー沢地区ホツ

干 ξ設え長¥階ご級ベ一一一¥一ケ一8¥与イ一些一玄灰一
2 I 3 4 

2 5 
号 |5i1

5 

4 ι 8 4 6 I 8 I 4 8 6 I 8 I 4 

3. 0 3.4 9 

3. 5 

4. 0 

4.5 

5.0 

5. 5 2 

6.0 

6目 5

7.0 2 

7.5 20 2 4 

8.0 15 

8.5 2 

9. 0 2 5 2 

9. 5 11 6 

1 0.0 5 5 

1 O. 5 2 

1 1. 0 

1 1. 5 

1 2.0 

1 2.5 

1 3.0 

1 3.5 

1 4.0 

1 4.5 

1 5.日

計 40 ? 1ι 2 16 10 21 7 1 21 2 5 

漁 海 伺 数
干辛?畑7 

10 17 2 16 11 

明書官 / 1 o71i 1 2137 220 374 0.44 352 242 132 ! 044! 154 I 0.33 1 0.33 I 049 

2ト !サフガ イ

145J口t正予|叫 |い 1

I 0331 ↑43 

の
f他 ゴタマヴイ

i10ペ i j l出022
の 。 ~;r~Tつ
?負

ノ、. カ ガ イ

1警 i !iziMι  !!山2物 ツ メタガイ

r 3304148~9-128~81661 18~6 お 7ii !100ii 282 ハスノハカνパン 3304 I 991 18! 661! 261 491 00 

10ηf t=L1 I i i-j川口ペオカメプンプク

話 印は移殖ホッキガイ
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キガイ分布調査結果

5 6 7 8 ? 

2 5 4 5 2 3 2 5 2 3 2 3 2 

4 6 d ? 10 6 8 6 8 4 6 B 4 ι 8 4 6 

5 

16 5 

8 5 

2 3 5 

5 2 2 ι 4 

3 

2 。37 2 2 2 4 。。12 。 13 日 5 

移角直
2 01 42 2 2 2 4 。日 12 。 13 

037 777 日33 日37 日19 0.33 0.74 0.16 222 0.19 2.41 057 

0.37 056 日目16 1.15 0.33 2.96 1056 

037 1.30 0.33 185 2.30 459 0.19 497 306 

0.16 0.19 

0.16 037 

657. 1日5. 114 
色86

361. 102 
130 17 609 19 15 0.19 68 0.76 
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第 2 表 貝類分布状況

市積(K71I) 
ホッキガイ

s t 水 深 分有数rry10111' ホッキガイ サラガイ ゴタマガイ バカガイ

1 - 1 3~5 日.341 3 6 ※ 2 1. 3 7 。178団関 。西国 30日百個 75百個

1-2 5~7 0.6 2068 2.20 1，365 。 。 1 37 

1 - 3 7~9 0.6 2068 3.74 2，32 1 2司き 21 。 。
2-1 3~5 0.2 793 2 0.44 1 23 62 62 。
2 - 2 5~7 0.56896 3.52 2，003 1，627 。 1 25 

2 - 3 7~9 0.56896 2.42 1，377 1，752 日 。
3 - 1 3~5 0.2 5860 1. 3 2 34 1 。 967 。
3 - 2 5-7 0.7 379 2 0.4 4 1 62 162 325 

3 -3 7"，， 9 0.7 3 7 9 2 1.5 4 3，092 。 日

4 - 1 3~5 0.227品。 0.33 75 日 1 1 2 36 

4 - 2 5~7 03き 188 1 88 日 日

4 -3 7~9 0.56 896 0.49 279 81 4 。 。
5-1 3-5 0.5 1 7 2 4 0.37 1 9 1 。 191 。
5 -2 5-7 1.22日68 。 日 452 。 。
5 - 3 7~9 1.2 206 8 ※ 7.77 。500 684 。 。
6 - 2 5 -7  。19 1 77 。 1，21 0 D 

6 - 3 7.....， 9 0.9 3 1 0 4 0.33 307 1，0 7 1 30 7 1 4 9 

7 - 2 5~7 0.5 1 724 0.74 383 。 95 7 D 

7 -3 7~9 0.5 1 724 0.66 83 1 7 1 。 。
8 - 1 3""5 0.2 6 896 。 。 。 6 1 9 。
8-2 5-7 日.43448 。 日 D 1，994 。
8 - 3 7~ ヲ 0.4 3 4 4 8 2.22 965 1、286 。 。
9-1 3 ~5 。 。 。 日 。
守 -2 5 ~ 7 0.5 1 7 2 4 0.1 9 守8 u 98 。
守一主 7~9 0.5 1 7 2 4 2.4 1 1，247 290 。 。
10 - 1 3~5 0.6 20 6 8 G 。 C I 3，0 85 。
10 - 2 5-7 1.13792 0.57 649 。 3司482 21 6 

合計 1 3、546 10 63 

※ 移殖場所 。移殖場所のため隣接調資点の平均績により算出
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第 4 表 粒度組成

晶 子4竺 2.00甲m 1 0日胃椛 0.5 0 01ftlA 0.25 0胃謂 0.1 25唱沼

び〉 % 0.66 6.47 3 8.48 40.43 

の 2 0.22 0.52 1.7 2 ι24 48.20 

の 3 七 七 0.61 3.48 5 0.24 

2 の 0.3日 1.3日 5.8口 1 3.66 49.24 

2 。〉 2 0.2日 1.08 4.7 7 1 0.77 5 0.78 

2 の 3 七 も 1.31 2.82 46.66 

5 の 0.32 4.96 28.64 38.73 2 1. 78 

5 。〉 2 。 七 0.60 2.61 5 1.86 

5 σ〉5 七 七 0.60 4.87 56.59 

4 の 0.20 0.80 5.00 1 9.00 56.40 

4 の 2 。 0.2日 1. 29 4.86 6 1. 50 

4 0) 5 0.4 0 も 2.50 7.66 53.84 

5 町3 七 0.40 3.62 2日.51 58.0 1 

5 の 2 0.20 0.24 1.91 5.7 2 75.62 

5 の 5 。 0.40 1. 2 0 5.36 4 7.80 

5 の 4 七 0.20 0.40 2.90 53.82 

ι の 2 も 0.44 2.55 7.0 2 60.33 

6 0) 3 七 0.6 1 3.00 1 3.02 63.38 

7 。コ 2 。 0.20 2.20 8.4 1 50.92 

7 の 3 七 0.36 6.05 9.28 6 1.0 5 

B の も 0.41 3.36 20.82 5 7.96 

8 σ〉2 も 0.30 1.9口 6.44 48.6 4 

8 OJ 5 。 0.30 1.50 4.36 5 3.84 

9 。〉 。 七 2.0 1 1 8.93 52.16 

9 0) 2 七 0.65 5.25 1 8.96 59.1 1 

? の 3 七 0.50 1.70 5.8 0 5 8.90 

1 0 の 七 0.61 9.48 3 1. 2日 49.94 

1 0 の 2 。 0.6口 2.41 6.0 3 5 1. 5 3 

三九百石年度別ほっ夫貝漁獲高実績表

年 l'if 二沢(漁獲数量) 百石(漁獲数賢)
昭和 30 Kg 1 7，430 Kg 

31 2 0，7 3 0 

32 3 7、ι60

33 28，862 48，20日

34 7，453 2 3，5 00 

35 14‘834 1 5.777 

36 1 3，481 6，25 1 

37 32噌977 1，1 93 

38 64，408 836 

-

0.062甲m 以下

1 4.0口 七

42.20 0.8 0 

44目04 1.83 

29.86 0.40 

32.09 0.30 

47.91 1.3 1 

5.57 も

44.22 日70 

3 7.64 0.3 0 

1 8.60 も

31.96 0.2 0 

3 5.09 0.50 

1 7.45 も

1 6.0 7 。.24
45.00 日目60

4 1.7 2 0.7 0 

29.67 t 

1 9.99 t 

38.26 + υ 

23.26 七

1 7.44 七

42.50 0.22 

39.58 0.40 

2 6.9日 七

1 6.0 4 も

33.20 七

8.7 7 七

39.42 。

(組合調)

(むさみ)
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常ちすき 全土問組成累積値

詰~
1 の 1

1 0) 2 

1 (Jヲ 5

2 0) 1 

2 0) 2 

2の 5

3 の 1

3 0) 2 

5σ)  3 

4 0) 1 

4 0) 2 

4 0) 3 

5 の 1

5 (T) 2 

5 かろ

5σi  4 

6σi  2 

6σ)  3 

7 (T) 2 

7 (Ji 3 

8 の 1

時の 2

8 の 3

?の 1

?の 2

?の 5

1 0 (T) 1 

1 0 の 2

し一一
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